
2009 年 10 月 20 日

「情報システム工学のあけぼの」講演と討議のお知らせ

新情報システム学体系調査研究委員会

委員長 杉野 隆

副委員長 伊藤 重隆

新情報システム学体系調査研究委員会から 第 2 回研究委員会の開催を御案内します。

講演後に、情報システム学体系に向けた討議を講師・参加者間で行います。皆様、奮

ってご参加ください。

記

日時 2009 年 12 月 12 日（土）13 時 30 分開始、終了は 16 時 30 分から 17 時目途

会場 専修大学 神田キャンパス 7 号館 774 教室

地図はこちら:

http://www.senshu-u.ac.jp/univguide/campus_info/kanda_campus/index.html

講演と討議のテーマ 「情報システム工学のあけぼの」

講師 特定非営利法人 技術データ管理支援協会 理事 手島 歩三氏

講演概要

ビジネス組織は生き物であり、その活動を支える情報システムはビジネス組織と共に

変わり続け、社会的な意義が存在する限り生き続けなければならない。

そのような情報システムにとって新規開発はなく、変更・拡張・改良・縮小・分離・

統合が延々と繰り返される。その姿は都市を支える道路や上下水道などの基盤構造とよ

く似ている。

情報システムの構築と維持について、ソフトウエア工学とは異質な技術体系が必須で

ある。経営情報学会の情報システム工学研究部会では 2003 年から 4 年間にわたって情

報システム工学の素案作りに取り組んだ。その概要を紹介する

準備のため，参加ご希望の方は，事前にご連絡をお願いします。

杉野<sugino■kokushikan.ac.jp>，または伊藤<shigetaka.itou■mizuho-ir.co.jp>

メールアドレスの■は @ に置き換えてください。

以上


